
施策情報のグループ共有化 

①情報連携の取組み（ＥＤＩ化の推進、ＵＩ／ＵＸの取組み、ＩＴ推進の取組み）について 

  北海道西濃 神奈川西濃 三河西濃 関東運輸 ココネット（ラストワンマイル） 

 

 

 

現状 

（状況及び、 

課題） 

【ＥＤＩ化比率】 
・９０％未達店所が１店所 
 （札幌西支店） 
【ＥＤＩ課題】 
・お客様が現行の運用内容に変更が 
生じることや付帯作業が増える 
ことに対して難色を示される 

【ＥＤＩ化の推進】 

・小口大手顧客デンカ様の出荷業務が 

 非ＥＤＩのため送り状入力作業に 

 時間を費やしている 

 （３０分～５０分） 

 

【ＥＤＩ化の推進】 

・より多くの荷主様に対し、ＫＭⅡの 

 導入を推進している 

【課題】 

・ＫＭⅡを導入いただいた荷主様の中で 

 旧来のシステムと併用されているとこ 

 ろもあり、余計な時間がかかっている 

 ところがある 

【ＩＴ推進の取組み】 

・社内承認システムのリニューアル 

 ｅ－ｖａｌｕｅ（※）バージョンアップ 

（※）ｏｓｋ社の外部システムソフトで、 

社内のワークフロー、ドキュメント 

管理等をシステムにて運用 

・新規営業案件のＥＤＩ化 

 

【ＩＴ推進の取組み】 

①全国各地に点在する現場管理者のコミュニケーション 

を円滑にするため、勤怠、コミュニケーション、ファイル 

共有、配送管理、契約などの業務システムは全て 

クラウドＳａａＳ（※）を導入済 

  （ココネット、ＧＥＮｉｅ、インテンツ） 

→課題：会社ごとに導入しているシステムが違うため 

会社間の情報連携が困難 

（※）Ｓｏｆｔｗａｒｅ ａｓ ａ Ｓｅｒｖｉｃｅの略で、インター 

ネット経由したソフトウェアサービス 

②ラストワンマイルグループ内での顧客情報の統合 

（Ｓａｎｓａｎの利活用） 

→課題：各社アプローチ状況の入力による営業進捗 

管理ツールとしての利用推進 

③紙で行われているプロセスを全て電子化する為 

  ＭｏｎｅｙＦｏｒｗａｒｄを導入（地区宅便） 

   →課題：社内稟議・申請～請求書、社員の給与明細 

         に至るまで、すべてにおいて紙で運用して 

おり、決裁に長時間要する他、書類の手渡 

し、郵送発送等紙による事務作業の負担が 

大きい 

 

新たな取組み 

（課題解決策） 

 

・納品明細として現行原票記事欄に記載 

された内容がＫＭⅡの記事欄でも必要と 

されたが文字数制限と記載行数に限りが 

あった為、新たな専用納品書のフォーマット 

を当社とお客様で打ち合わせし作成する 

ことで課題を解決出来た 

・小口顧客大手のデンカ様の出荷に関し 

発伝票を輸送情報交換システムへ変更 

【期待効果】 

・ＳＤの送り状入力作業が不要 

・一覧表のデータ化によりペーパーレス 

・ＫＭⅡ活用による省力化をアピールし、 

積極的な営業を行う 

・ｅ－ｖａｌｕｅバージョンアップに向け、サーバ 

の導入、上期中の切替を行うための作業 

を実施 

・川口市ワクチンセンター業務へのＷＭＳ 

新規導入 

・ＢＡＫＥ様関西案件へのＷＭＳ導入（８月 

稼働に向けた新規開発対応中） 

①上述の業務システムの統合を開始。２０２４年３月まで 

に完了予定 

②各社推進担当者によるアプローチ状況入力ルールの 

周知・徹底を実施 

③２０２３年８月より、業務の電子化スタート。人事情報の 

電子化、勤怠システムの切替、給与システム及び経費

精算、各種ワークフローの電子化、年末調整の電子

化、会計システム、契約の電子化の順番で実施 

効果・実績に 

ついて 

・ＥＤＩ化比率９０．２％ 

・上記取組みにより 

月間１，５００～２，０００枚 

 （約１ポイント上昇） 

・２０２３年下期より導入予定 

※イントラマート稟申中 

・ＫＭⅡの導入推進により、ＥＤＩ化率が９２％ 

まで上がってきている。又、現場において 

ＳＤの集荷作業が早くなり時間短縮にも 

つながった 

・ｅ－ｖａｌｕｅ継続により社内決裁ＥＤＩ率は 

１００％継続 

 

①３社のシステム統合によりコミュニケーションスピードの 

向上、コミュニケーションコスト削減による業務効率化 

②アカウントのない顧客に対してのグループ内連携営業 

③申請、決裁時間を３日～７日⇒即日～３日以内へ 

短縮、社内の紙６０％を削減（最終７５％目標） 

 

ポイント 

  

・導入に難色を示すお客様に対し導入した 

ことにより結果的にメリットを感じていただ 

けたお客様の事例をアピール 

・輸送情報交換の導入はお客様のご協力が 

必要となるため下記２点を導入時にお客様 

へポイントとしてご説明した結果、導入へ 

進むことができた 

①２０２４年問題で業務効率化が必須 

②お客様がペーパーレス化しグリーンに 

つながること 

・ＥＤＩ化推進により、ＫＭⅡ拡販が営業ツー 

 ルとなることや、お客様へのサービス向上 

 につながっている 

・まだまだＰＣの活用が不十分であるが、 

ＩＴ推進をすることにより作業効率を向上 

させるツールとなる 

・ＷＭＳを活用することによって、既存顧客 

物流サポートや新規顧客や市町村のよう 

な全面委託を求めている顧客様に対して 

最適なサービスを提供 

①タイムリーに機能追加やアップデートが行われるＳａａＳ 

を積極的、かつ迅速に導入 

②部署ごとの登録名刺枚数・閲覧履歴をチェックしながら 

直接声がけすることで、顧客情報を電子化 

③電子化に向け社内オペレーション業務が大幅に変更と 

なるため、非効率な業務が生れないよう実務と照らし 

合わせ進めている。ＩＴスキルが低い社員が取り残され

ないようサポートを実施していくことが重要 

 




